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1． は じめに

　誤概念 とは ， 学習者が学習する以前か ら持 っ

て い る，科学的に 正 しい とされ て い る考え方 に

反 した考え方で ある，電気回路分野における学

習者 の 持 っ 誤概念 は 、力 学 分野 に お け る

MIF（Motion　I叩 1ies　a 　FQrce）誤概念等と同様に，

物理教育にお ける課題の ひ とつ で ある．それ は，

誰　 芯 は
一
般的な教科書にそ っ て授業を行 っ た

だけではなか なか 改善 されない 強固な考え方で

あ るため で ある．

　学習者の誤概念を改善する方法の 中で，効果

的で効率的で ある こ と が証明 され て い る授業の

一
つ に ，米 国 の 「物理 教 育研 究 （Physics

Educational　Research：PER）」 によっ て 開発 され

た 「ア クテ ィブ ・ラ
ー

ニ ン グ」 を用 い た物理カ

リキ ュ ラ ム の 『相互 作用 型 演示 実験 講 義

（lnteractive　Lecture　DenK）nstrations ： ILDs）』

がある．こ の IMs は，い くつ か の 特定の素朴概

念を含む演示実験にっ い て
， そ の 予想や結果 に

対する学習者同 士 の 積極的な討論を通 して 誤 概

念の 改善お よび概念理解を図っ て い くとい う特

徴がある，これ までに，UDs の 力 学分野 や電気

回路分野 につ い て，教員養成系の 大学生 に対 し

て実施 した結果，誤概念 の 改善おや び概念定着

に効果がある こ とが明らか にな っ て い る 匚1］．

しか し， 中学生にっ い ての PERの 成果 に基づ く

概念調査や H」）s 授業実践の 報告はまだない ．

2　 研究の 目的，内容　および方法

（1）　研究の 目的

　本研究 で は，中学生 の 電気回路に関する概念

調査 を行い ，誤概念 の 実態を把握す るこ とを 目

的と し て
，
IH）s の電気回路分野 に 関する調査を

行 っ た．

（2）　研究の 方法

　調査は，熊本大学教育学部附属 中学校 3 年生

154名に対し て，IDs の電気回路分野の 「直流

回路へ の 導入 」「直列回路と並列回路」の 2 つ の

ユ ニ ッ ト 25問中 19問を抽出して，理科の授業

の始めに 10分の 時間配分で行っ た．

（3） 問題構成

　問題は大問 1 〜V ， 小問が全 19 問ある．内容

は，中学校 2 年生 で既習の 「オ
ー

ム の 法則」，「電

力量」 を用 い る問題で ある．大問 1，且，皿 は

「電流回路へ の導入」 として 出題 した． 1は，

抵抗値の 異なる 2個の 豆球にそれぞれ 同 じ電圧

が か けられて い る 2 回路につ い て ， H は抵抗値

の 異なる 2個の 豆球の 直列 回路につ い て ，
皿 は

抵抗値の 異なる 2 個の 豆球 の 並列回路につ い て
，

それぞれ電流の 大 きさと電力 を問 うた，大問IV，

V は 「直列回路 と並列回路」 として 出題し た。

大問IV，　 V の
一

部の 問題 を後に示す．

3． 結果

　大問 1，H ，皿 と大問IVの （1），（2），（5），（6），

V の （1）， （4），（5）関して は，　63〜9鯲の 正 答率が得

られた．しか し， 大 問IVの （3）， （4），
　 V の （2）， （3）

の 4 問に関し て は，他の 小問と比 べ 正答率が 16

〜46％と明らかに低か っ た．こ こ では ， それ らの

問題 に っ い て取 り上げる．

　まず，Fig．　1 に大問IVの （3），（4）の 問題 を，

Table　l，　 Table　2 にそ の 回答率を示す．選 択肢
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の 前にある丸印は，その 小問の 解答である．

M （3）豆球 A（図 1）を流れ る電流と豆球

B〔図 2）を流れ る電流の ど ちらが 大 きいで

すか．それ とも同 じで すか．
　 　 　 a）　 豆 球 A

　 　 　 b）　 豆 球B

　 　 　 G）　 同じ

M 〈4）図 1 の 回路の 電池を流れ る電

流 と図 2 の 回路の 電池を流れ る電流

の どちらが大き いで すか ．それ とも

同 じですか ．
　 　 　 a）　 図 1 の 回路の 電池

　 　 　 b）　 図 2の回路の電池

　 　 　 c）　 同 じ

A

図1　 豆球 1個の 回路

　 　 B　　　　 c

齢
図 2 豆球 2個の直列回路

　 　 　 　 Fig　1 大問IV．（3），  の 問題

丁肋 1elW ．（3）の 回答　　　　丁劭 1處 　1V．  の 回答

選択肢　 　　回答剰 殉

0 豆球 A　　 　　2D　1

　 豆球B　　　　6、5
　 同 じ　　　　 73．4

　 選択肢　 　 　 　 回答率（％）

○ 図1 の回路の電池　 　　162
　 図 2 の回路の電池　　　104

　 　 同じ　　　　　　 734

IV，（3）にっ い ては ， 正答が 「豆球 A」で 20，1％，

最も多か っ た回答が 「同じ」 で 73．4％だっ た．

IV．（4）につ い て は，正答が 「豆球 A」 で 16．2％，

最 も多か っ た回答が 「同 じ」 で 73．4％だ っ た．

　次に，Fig2 に大問 v の （2）， （3＞の 問題 を ，

Table　3，　 Table　4 にその 回答率を示す，選択肢

の前にある丸印は，そ の 小問の 解答で ある．

V、（2）図 4 のスイ ッ チが閉じている とき、
豆 球A（図3）と豆球B（図4）の ど ちらが明る

い ですか．それとも同 じで すか．
　 　 　 a）　 豆球 A

　 　 　 b）　 豆球 B

　 　 　 c）　 同 じ

V   図 4の ス イッチ を閉 じて い る

ときと開いているとき とでは、どち

らの と きが電池を流れ る電流の量 が

大 きい で す か．それ と も同 じで す

か ．
　 　 　 a）　 閉 じて い ると き

　 　 　 b）　 開い て い ると き

　 　 　 c）　 同 じ

乳
叩

S
B

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 4　豆球 2個の並列回路

　 　 　 　 　 　 Fig2 大 問 V．  ．（3）の問題

　 Table3．　 V ．  の 回答 　 　 　 Tabl凶．　 V ．  の回答

選択肢　　　 回答率駒　　　　　　　　 選択肢　　　 　　 回答率OO
豆 球 A 　 　 　 578 　 　 　 　 　 　 閉 じて い る とき 　 　 　 325

豆 球B　 　　 　 97　　 　　 　　 　 開 いて いる とき　　 　　 20．8
0 同 じ　 　 　 　 312 　 　 　 　 0 　 　 同じ 　 　 　 　 　 45．4

未回答　　　　　1．3　　　　　　　　　 未回答　　　　　　 13

V ．（2）につ い て は，正答が 「同 じ」 で 31，1％，最

も多か っ た回答が 「豆球 A」 で 57．畷だ っ た．

V ．  につ い て は，正答が 「閉 じて い るとき」

で 32．5％，最も多か っ た回答が 「同じ」 で 45．4％

だ っ た．

4． 考察

　今回 出題 した問題 を解くには ， それぞれ ， 豆

球の 電気抵抗をR ，電池の 電圧 を V とし，オ
ー

ム の 法則 を用 い て方程式をすべ て書き下す とよ

い．しか し，中学生 に お い て は ，既習後で あっ

て も こ の 知識構造がまだで きて い ない ，もしく

は，知識構造が で きて い て も，その概 念の 理解

が曖昧であ っ た と見て取れ る．

　また ， 出題 したの は
“
定性的な問題

”
で あっ

た．これは
“
定量的問題

”
に比 べ ，よ り概念に

つ い て考えやすい ．加え て本研究で は，10分の

時間配分で直感的に答える ように指示を した為，

問題に つ い て概念的に推論する手法をとっ た生

徒が多か っ た と考える．これは例えば，「電池は

一
定の 電流の 源で ある」などの 誤概念を顕在化

させ やすい ．っ ま り， 今回 の問題の誤答は，「電

池は
一定の 電流の 源で ， 全て の 回路にお い て 電

流は
一

定で あ る 」 とい う誤概念の もとに考えた

結果 ， 生まれ たものだと推察する，特に，大問

IVの （3），（4），　 V の （2），（3）の 4 問で は，そ の傾

向が顕著であ っ た ．従 っ て ， 中学生にお ける段

階で は，「電池は，電流を流すため の起電力で あ

る」 とい う概念が定着して い な い とも言える．

5． 結論

今回調査 し た中学校で は ，7 割以上 の 生徒が，

電磁気学の 範囲におけるオ
ーム の 法則 を用い る

問題に対 し，「電池は
一

定の電流の源で ある」 と

い う誤概念を持っ て い た．

6． おわりに

　今後は ， 本研究の もと， 中学生に対する Iu）s

の 効果に っ い て検証し，日本 の 物理 教育に お け

るア ク テ ィ ブ ・ラ
ー

ニ ン グ の あ り方に つ い て考

えて い く．
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